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川 柳  第24回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ 世相見て　すずめも戸締める　闇バイト ］　小西 正祥さん （京都地本・米原列車区分会）

実施時期は2023年10月1日以降準備出来次第

西バス地本・総合労働協約改訂交渉・妥結内容
１ 保存休暇の付与条件の拡大

インフルエンザワクチンおよび新型コロナウィルスワクチンを接種する場合の追加。

２ 保存休暇の付与条件の緩和
保存休暇の使用にあたっては、「該当年度に発給された年休の３分の１をすでに取得している」ことを条件としているが、以下４点について
は、年休の取得日数にかかわらず付与する。
（１）人間ドックを受診する場合
（２）睡眠時無呼吸症候群のため必要な治療を受ける場合
（３）会社が指定する公的資格を受験する場合
（４）インフルエンザワクチンおよび新型コロナウィルスワクチンを接種する場合

３ 育児に関する時間外労働制限措置の拡大
３歳以上かつ小学校就学の始期に達するまでの子を養育する社員の時間外労働制限措置について「事業の正常な運営に支障がある場合
を除き1箇月について24時間1年について150時間を超えて時間外労働をさせない」としているところを、「事業の正常な運営に支障があ
る場合を除き、正規の時間外に勤務させない」とする。

４ 資格試験受験費用等の助成対象の拡充
資格試験受験費用等の助成に関する取り扱いについて、以下のとおり内容を改める。
（１）「推奨資格」に「ビジネス検定1級～3級」を追加する。　　
（２）「推奨資格」を受験する場合の取り扱いについて、これまで合格した場合のみ、受験願書料、受験手数料、免許交付手数料を助　
　　成するとしていたところ、以下の通り取り扱うこととする。
　受験した場合　　1資格につき、受験回数5回を限度として、受験願書料および受験手数料を助成する。
　合格した場合　　受験願書料、受験手数料、免許交付手数料を助成する。*（過去の助成回数にかかわらず助成する。）

５ 営業所休憩室へのWi-Fi導入
休憩室の環境改善を目的として、営業所休憩室に社員向けWi-Fiを導入する。
金沢営業所・近江今津営業所・京都営業所・梅津営業所・京丹波営業所・大阪営業所・神戸営業所休憩室

支援単組を代表して挨拶する中央本部石田原組織部長

4年ぶりの家族ふれあいデイキャンプ

大伴るい議員（中）と京都地本・京都支部の組合員

　

　

大
伴
る
い
議
員（
長
岡
京
市
議

会
）は
、９
月
４
日（
月
）に
開
か
れ

た
長
岡
京
市
議
会「
令
和
５
年
９

月
定
例
会
」の
一
般
質
問
に
て
、８

月
３
日（
木
）に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が

行
っ
た
長
岡
京
市
へ
の
自
治
体
訪

問
時
に
意
見
交
換
を
行
っ
た「
長

岡
京
市
の
地
域
公
共
交
通
」の
あ

り
方
や
公
共
交
通
の
乗
り
継
ぎ

の
課
題
に
つい
て
触
れ
、更
に
改
正

地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法

に
関
連
し
た
協
議
会『
地
域
公
共

交
通
協
議
会
』の
協
議
内
容
に
つ

い
て
、「
既
存
の
事
業
だ
け
で
は
な

く
、鉄
道・バ

ス・タ
ク
シ
ー

の
乗
り
継

ぎ
や
利
便

性
の
向
上
に

つ
な
が
る
、

新
た
な
取

り
組
み
の
必

要
性
」「
地
域
公
共
交
通
協
議
会

の
今
後
の
議
論
展
開
の
考
え
」等

の
地
域
課
題
に
つ
い
て
質
疑
を

行
っ
た
。

 

大
伴
る
い
議
員
質
問（
抜
粋
）

◆
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
実
現

　
に
向
け
た
取
り
組
み

•【
グ
ラ
ン
ド
パ
ス
】購

　
入
補
助
事
業
の
、昨

　
年
実
績
と
長
岡
京

　
市
在
住
65
歳
以
上
の

　
方
の
制
度
利
用
率

•
公
共
交
通
乗
継
事

　
業
を
利
用
促
進
す

　
る
た
め
の
考
え

•
地
域
公
共
交
通
協

　
議
会
で
の
議
論
展
開

•
地
域
公
共
交
通
に
つ

　
い
て
の
今
後
の
取
り

　
組
み

◆
親
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て

◆
女
性
の
生
理
に
お
け
る
理
解

　
増
進
に
つ
い
て
　

　

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部

は
、総
合
労
働
協
約
改
訂
に
向
け

て「
一
人
一
要
求
」の
取
り
組
み
を

行
い
、各
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
た

項
目
を
25
項
目
に
集
約
し
、９
月

５
日
に「
総
合
労
働
協
約
改
訂
に

関
す
る
要
求
」を
会
社
に
提
出
し

て
以
降
、労
働
環
境
変
化
へ
の
対

応
や
組
合
員
の
要
望
に
応
え
る
べ

く
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

９
月
27
日
に
、会
社
と
の
最
終

交
渉
に
臨
み
、会
社
よ
り
、「
雇
用

の
確
保
を
前
提
に
社
員
が
意
欲

的
に
、か
つ
、明
る
く
楽
し
く
前
向

き
に
働
け
る
環
境
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
認
識
の
も
と
、健
康
管

理
意
識
の
向
上
や
自
己
研
鑽
の

頑
張
り
が
報
わ
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
」と
の
回
答
を
受
け
た
。

　

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部

は
、こ
れ
ま
で
議
論
を
行
って
き
た

保
存
休
暇
の
使
用
条
件
拡
大
等
、

一定
の
成
果
を
引
き
出
す
回
答
で

あ
る
と
判
断
し
、組
合
員
の
雇
用

確
保
、離
職
防
止
、働
き
や
す
い

環
境
の
構
築
な
ど
、残
さ
れ
た
課

題
に
つい
て
は
、継
続
的
に
議
論
を

行
う
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、

今
協
約
改
訂
に
つ
い
て
は
、妥
結

し
た
。

　

私
た
ち
岡
山
支
部
は
、岡
山
県

南
部
の
16
分
会
で
構
成
さ
れ
、約

１
３
０
０
名
の
組
合
員
が
所
属
し

て
い
ま
す
。８
月
26
日
に
第
33
回

定
期
大
会
を
開
催
、井
上
執
行

委
員
長
が
新
た
に
誕
生
し
、新
体

制
で
の
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

第
１
弾
の
取
り
組
み
と
し
て
、

４
年
ぶ
り
と
な
る
第
16
回
家
族

ふ
れ
あ
い
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
を
、組
合

員
、家
族
含
め
約
１
５
０
名
の
参

加
者
で
開
催
し
、各
分
会
で
の
Ｂ

Ｂ
Ｑ
を
は
じ
め
、か
き
氷
、ス
ー

パ
ー
ボ
ウ
ル
す
く
い
、抽
選
会
を
催

し
、楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ま
た
、中
国
労
働
金

庫
岡
山
支
店
か
ら
も
参
加
し
て

い
た
だ
き
、ろ
う
き
ん
運
動
を
広

く
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

運
動
の
柱
と
し
て
地
域
共
闘

が
あ
り
、連
合
岡
山
東
部
地
域

協
議
会
、西
部
地
域
協
議
会
等
に

役
員
を
派
遣
し
、地
域
に
顔
が
見

え
る
連
合
運
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。メ
ー
デ
ー
を
は

じ
め
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、平
和
行

動
、市
町
村
に
対

す
る
政
策
・
制
度

要
求
に
も
Ｊ
Ｒ
連

合
の
代
表
と
し
て

関
わ
って
い
ま
す
。

さ
ら
に
構
築
し
た

人
間
関
係
を
活

か
し
、工
場
見
学

や
意
見
交
換
を

通
じ
て
労
災
防

止
や
他
産
別
の
取

り
組
み
事
例
を
学
ぶ
安
全
衛
生

研
修
会
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
多
く
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、行
事
毎

に
機
関
紙「
岡
山
支
部
ニュ
ー
ス
」

を
発
行
し
組
合
員
への
報
告
の
場

と
し
て
い
ま
す
。本
部
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
も
毎
年
応
募
し
今
年

は
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
制
限
の
あ
っ
た
３
年

間
、自
粛
一択
で
あ
っ
た
雰
囲
気
の

中
、で
き
る
こ
と
を
執
行
部
で
考

え
、取
り
組
ん
だ
ぶ
ど
う
狩
り
や

い
ち
ご
狩
り
な
ど
、こ
れ
ま
で
見

な
か
っ
た
組
合
員
の
顔
が
見
え
た

経
験
を
活
か
し
、こ
れ
か
ら
は
、一

人
で
も
多
く
の
組
合
員
が
何
か

の
行
事
に
参
加
で
き
る
、そ
し
て

執
行
部
も
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
運
動
を
地
本
、分
会
と
連
携

し
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

  　
　  

〈
岡
山
地
本
発
〉

 

　
９
月
８
日（
金
）に
、Ｊ
Ｒ
北
海

道
労
働
組
合（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）札

幌
支
部
第
21
回
定
期
大
会
が
、

「
か
で
る
２
・
７
」で
開
催
さ
れ
、

中
央
本
部
か
ら
も
民
主
化
支
援

単
組
と
し
て
出
席
し
た
。

　

定
期
大
会
に
は
、約
20
名
が
出

席
し
た
。支
援
単
組
を
代
表
し
、

石
田
原
組
織
部
長
は
、組
織
課
題

に
関
し
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
希
薄
と

な
っ
た
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、Ｊ
Ｒ
西

労
組
も
絆
を
深
め
る
取
り
組
み

を
行
って
い
る
。組
織
拡
大
は
、目

に
見
え
に
く
い
こ
と

も
あ
る
が
、取
り
組

み
を
継
続
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
、Ｊ
Ｒ
北

労
組
札
幌
支
部
と

と
も
に
、民
主
化
闘

争
完
遂
に
向
け
て

取
り
組
む
」と
挨
拶

を
行
った
。

　

大
会
質
疑
で
は
、

直
面
す
る
組
織
課

題
や
離
職
防
止
に

向
け
た
Ｊ
Ｒ
西
労

組
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、札
幌
支
部
組

合
員
か
ら
質
疑
を
受
け
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
の
離
職
状
況
や
Ｊ
Ｒ
西
労

組
が
取
り
組
ん
で
い
る「
人
財
の

確
保
お
よ
び
定
着
と
成
長
に
向

け
た
提
言（
案
）」に
つい
て
、石
田

原
組
織
部
長
が
説
明
を
行
い
、伊

藤
委
員
長
が「
悩
み
を
分
か
ち
合

い
、連
帯
感
を
生
み
、結

成
20
年
に
ふ
さ
わ
し
い

取
り
組
み
を
行
う
。民

主
化
闘
争
完
遂
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
」と

集
約
答
弁
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、新
た
に
選

出
さ
れ
た
高
橋
新
執
行
委
員
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

　
１
９
９
９
年
の
民
主
化
闘
争
宣

言
か
ら
24
年
が
経
過
し
た
が
、未

だ
箱
根
以
東
、特
に
北
海
道
は
民

主
化
闘
争
完
遂
に
至
って
い
な
い
。

引
き
続
き
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
掲
げ
る

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョン
」や「
あ
る
べ

き
労
働
組
合
像・労
使
関
係
像
」

を
支
援
単
組
と
し
て
発
信
し
、民

主
化
闘
争
完
遂
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す

る
。

民
主
化
支
援
単
組
と
し
て

　  
Ｊ
Ｒ
北
労
組
札
幌
支
部 

第
21
回
定
期
大
会
に
出
席

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
が
発
言
！

大
伴
る
い
議
員（
長
岡
京
市
議
）

地
域
公
共
交
通
協
議
会
の
議
論
経
過
を
質
疑

西
日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部

２
０
２
３
年
度
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
妥
結

健
康
管
理
や
自
己
研
鑽
に
係
る
制
度
の
拡
充

地
域
共
闘
と
組
織
強
化
を

　
　  

運
動
の
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.327岡山地方本部

　  　　　岡山支部


